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中中性性子子場場ににおおいいてて電電子子デデババイイススにに生生じじるる誤誤

作作動動リリススククのの定定量量的的評評価価 

 

  所所属属機機関関名名  湘湘南南鎌鎌倉倉総総合合病病院院 

  所所属属部部署署  放放射射線線医医学学研研究究部部   

氏氏名名  八八木木橋橋貴貴之之 

11.. 研研究究のの背背景景とと目目的的  

ホウ素中性子捕捉療法（Boron Neutron Capture 
Therapy: BNCT）は、ホウ素-10 と中性子の核反

応により発生する高 LET 放射線であるα粒子と

リチウム原子核-7 を利用したがん治療法である。

これらの粒子の飛程は細胞レベル（α粒子：約 9–
10 μm、リチウム原子核-7：約 4–5 μm）と極めて

短く、がん細胞を選択的に破壊しながら周囲の正

常組織への影響を最小限に抑えることができる 
[1]。 

  
FFiigg..  11  ホホウウ素素中中性性子子捕捕捉捉療療法法のの原原理理概概念念図図  

BNCT は脳腫瘍 [2, 3] や頭頸部がん [4, 5] の治

療において有効性が示されており、近年では加速

器型 BNCT （ Accelerator-Based BNCT: AB-
BNCT）の実用化により病院施設内での治療が可

能となり、臨床応用が急速に拡大している [6–8]。 
しかし、BNCT で使用される中性子線は、ペース

メーカーや植込み型除細動器などの心臓植込み

型電子デバイス（Cardiac Implantable Electronic 
Device: CIEDs）に搭載された半導体メモリに「ソ

フトエラー」と呼ばれる一時的なビット反転を引

き起こすリスクがある [9]。ソフトエラーは永続

的な破損とは異なるが、デバイスの誤作動を引き

起こす可能性があり、心肺蘇生を要する心室頻拍

などの生命を脅かす事象が報告されている [10, 
11]。特に熱中性子がソフトエラー発生確率を顕著

に高めることが知られており[12]、BNCT 照射中

に市販のペースメーカーが重大な誤作動を起こ

すことが報告されている [13]。 
BNCT の適応が多様な腫瘍部位へと拡大するに

つれ [14–16]、CIEDs を装着した患者が治療を受

ける機会も増加することが予想される [17, 18]。
このような状況において、CIEDs のソフトエラー

リスクを体系的に評価した研究は依然として乏

しく、安全な治療指針の整備が急務となってい

る。 
そこで本研究では、Field-Programmable Gate 
Array（FPGA）を用い、BNCT 環境下でのソフト

エラー発生を定量化するとともに、熱中性子フラ

ックスとの相関関係を解析した。本研究の成果

は、CIEDs 装着患者に対する BNCT 安全管理指

針の策定に向けた基礎的エビデンスとなる。 

 
FFiigg..  22  FFiieelldd--PPrrooggrraammmmaabbllee  GGaattee  AArrrraayy  

22.. 研研究究方方法法  

22..11.. 照照射射シシスステテムムおおよよびびビビーームム条条件件  

中性子源として湘南鎌倉総合病院に設置された

加速器型 BNCT システム（nuBeam, Neutron 
Therapeutics LLC.）を使用した [8]。本システム

では、静電加速器により加速された陽子ビーム

（エネルギー：2.6 MeV、平均電流：30 mA）をリ

チウムターゲットに照射して中性子を発生させ

る。発生した中性子はフッ化マグネシウムにより

減速され、直径 11、14、20 cm の 3 種類のコリメ

ータにより整形され、照射される。 

－ 1－



  

 
FFiigg..  33  本本実実験験のの測測定定体体系系  

22..22.. 熱熱中中性性子子フフララッッククスス測測定定  

熱中性子フラックスの測定には金線放射化法を

用いた。金線（直径：0.25 mm、長さ：10 mm、

純度：99.95%）を PMMA ファントム内の FPGA
設置位置と同一箇所に配置し、カドミウムカバー

（厚さ：0.5 mm）の有無による 2 条件で測定を行

うことで、熱中性子成分と熱外中性子成分を分離

した。 
金の反応率（Reaction Rate: RR）は以下の式で算

出した： 
 
𝑅𝑅𝑅𝑅𝑅𝑅𝑅𝑅 =

𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆

𝜀𝜀𝜀𝜀𝜀𝜀𝜀𝜀𝜀𝜀𝜀𝜀0(𝑒𝑒𝑒𝑒−𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆1 − 𝑒𝑒𝑒𝑒−𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆𝜆2)∑ �𝑄𝑄𝑄𝑄𝑖𝑖𝑖𝑖∆𝑡𝑡𝑡𝑡 ∙ (𝑒𝑒𝑒𝑒−𝜆𝜆𝜆𝜆(𝑛𝑛𝑛𝑛−𝑖𝑖𝑖𝑖)∙∆𝑡𝑡𝑡𝑡 − 𝑒𝑒𝑒𝑒−𝜆𝜆𝜆𝜆(𝑛𝑛𝑛𝑛−𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖)∙∆𝑡𝑡𝑡𝑡)�𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖
𝑛𝑛𝑛𝑛

,  

 

ここで、λは崩壊定数、εは検出効率、γは γ線放

出比、N₀は金原子数の総数、C は全光電ピーク計

数値、Qᵢは電流変動に対する補正値、n·Δt は照射

時間、t1および t2 は照射終了後の測定開始・終了

時刻を示す。 

22..33.. FFPPGGAA をを用用いいたたソソフフトトエエララーー測測定定  

FPGA は製造後に回路構成を書き換えることが

できる集積回路であり、CIEDs を含む様々な電子

機器に広く用いられている。また、宇宙線等によ

る放射線誘発ソフトエラーの評価においても使

用されている[19, 20]。本研究では FPGA（Cmod 
S7, Digilent 社）を CIEDs の代替デバイスとして

使用した。 
照射前に 9.93 Mb のコンフィギュレーションメ

モリを FPGA に書き込み、20×20×50 cm3のポ

リ メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル （ polymethyl 
methacrylate: PMMA）ファントム中央に埋め込

んだ。ビーム中心からの距離を 0、5、10、15、20、

30 cm と系統的に変化させ、各条件で 3–10 分間

の中性子照射を実施した。 

22..44.. 有有効効ソソフフトトエエララーー断断面面積積のの算算出出  

各照射条件で観測されたソフトエラー数を照射

時間およびコンフィギュレーションメモリの総

ビット数で正規化し、ビットあたりのソフトエラ

ー率を算出した。次に、熱中性子フラックスを説

明変数、ビットあたりのソフトエラー率を目的変

数として、原点を通る重み付き線形回帰を実施

し、有効ソフトエラー断面積を導出した。 

33.. 結結果果  

33..11..    熱熱中中性性子子フフララッッククスス  

ビーム中心（距離 0 cm）における熱中性子フラッ

クスは、コリメータ径 11、14、20 cm でそれぞれ 
2.16×108、3.30×108、4.85×108 cm-2s-1 であっ

た。熱中性子フラックスはビーム中心からの距離

の増加とともに明確な減少を示し、この傾向はす

べてのコリメータ径で一貫していた。 

 
FFiigg..  44  各各ココリリメメーータタ径径ににおおけけるる照照射射中中心心かかららのの

距距離離にに対対すするる熱熱中中性性子子フフララッッククススのの測測定定値値  

33..22..   ソソフフトトエエララーー数数  

FPGA で観測されたソフトエラー数もまた、ビー

ム中心からの距離の増加とともに顕著に減少し

た。ビーム中心（距離 0 cm）でのソフトエラー数

は、コリメータ径 11、14、20 cm でそれぞれ 129.0、
170.9、238.2 個であった。距離 30 cm では、ビー

ム中心と比較してソフトエラー数が約 99%低減

されることが確認された。 

－ 2－



  

 
FFiigg..  55  各各ココリリメメーータタ径径ににおおけけるる照照射射中中心心かかららのの

距距離離にに対対すするるソソフフトトエエララーーのの測測定定値値  

33..33..    有有効効ソソフフトトエエララーー断断面面積積  

熱中性子フラックスとビットあたりのソフトエ

ラー率の間には、すべてのコリメータ径・距離条

件を通じて極めて強い線形相関が認められた（R2 
= 0.9938）。重み付き線形回帰により導出された有

効ソフトエラー断面積は以下のとおりである： 
𝜎𝜎𝜎𝜎𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 = 9.17 × 10−10  cm2 Mb⁄  

 
FFiigg..  66  熱熱中中性性子子フフララッッククススにに対対すするるビビッットトああたた

りりののソソフフトトエエララーー率率のの測測定定値値  

44.. 考考察察  

44..11.. 熱熱中中性性子子フフララッッククススととソソフフトトエエララーー発発生生率率  

本研究において、熱中性子フラックスとソフトエ

ラー発生率の間に、コリメータ径や距離によらず

一貫した線形関係が成立することが実証された。

この結果は、BNCT におけるソフトエラーの主た

る原因が熱中性子であることを示しており、先行

研究の知見と一致する [12, 13]。約 3 桁にわたる

熱中性子フラックス範囲でこの関係が安定して

いることは、中性子とデバイスの相互作用が極め

て再現性良く予測可能であることを示している。 
導出された有効ソフトエラー断面積は、各照射条

件において高い再現性を示しており、BNCT 環境

におけるソフトエラー発生リスクを定量的に評

価するための信頼性の高い指標となる。 

44..22.. 距距離離おおよよびび照照射射野野ササイイズズのの臨臨床床的的意意義義  

本研究の最も重要な臨床的知見は、照射中心から

の距離を増加させることでソフトエラーリスク

を劇的に低減できることの定量的実証である。距

離 30 cm でソフトエラーが約 99%低減され、距

離 10 cm 増加ごとにおおむね 1 桁程度の減少が

認められた。 
CIEDs は一般的に左鎖骨下領域に植込まれる。頭

頸部がん治療では、デバイスと臨床標的体積との

距離は数 cm 程度（約 3–10 cm）に限られること

が多い一方 [21]、脳腫瘍治療では 14–22 cm に達

する場合もあり [22]、相対的にリスクが低いと考

えられる。また、同一距離においてコリメータ径

が大きいほどソフトエラーが増加することも確

認されており、必要最小限のコリメータサイズを

選択することが有効なリスク低減策となる。 

44..33.. 放放射射線線治治療療へへのの応応用用  

本研究の知見は、CIEDs 装着患者に対する BNCT
の安全管理において実践的な指針を提供する。患

者の体位変換、例えば、頭頸部への水平ビーム照

射において仰臥位から座位に変更すること [23]
により CIEDs を照射野から遠ざけることが可能

である。また、ターゲットをコリメータ外縁側に

配置することで CIEDs とビーム中心の距離を稼

ぐ治療計画上の工夫も有効である。 
高エネルギーX 線治療や炭素線治療と比較して、

BNCT は直接的な中性子照射を伴うため、より高

いソフトエラーリスクを有する [24, 25]。しかし、

距離の確保と照射野サイズの最適化により、リス

クを数桁オーダーで低減し得ることが本研究で

実証された。さらに、金・リチウム・ホウ素を含

む薄膜フィルムをデバイスケースに貼付するこ

－ 3－



  

とにより、BNCT 特有の遮蔽設計も将来的検討課

題である [26–28]。 

55.. 結結論論  

本研究により、BNCT における熱中性子フラック

スと FPGA のソフトエラー発生率の間に、コリメ

ータ径や照射距離によらず一貫した線形相関（R2 
= 0.9938）が成立することが実証された。有効ソ

フトエラー断面積として 9.17×10−10 cm2/Mb が
導出され、ビーム中心から 30 cm の距離でソフト

エラーが約 99%低減されることが定量的に示さ

れた。 
これらの結果は、距離の確保とコリメータサイズ

の最適化により、CIEDs のソフトエラーリスクを

効果的に管理できることを示している。本研究で

得られた基礎データは、CIEDs 装着患者に対する

BNCT 安全管理指針の策定に向けた重要なエビ

デンスとなるものである。 
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ビーム物理研究会・若手の会 2025

 高エネルギー加速器研究機構
 加速器研究施設
 大谷将士

1．はじめに
　本研究会の開催にあたり、（公財）高エネル
ギー加速器科学研究奨励会国際会議等助成によ
る支援を受け、主として若手研究者および学生
の参加促進を目的とした各種施策を実施した。
本報告では、その支援の背景と実施内容、およ
び研究会全体への効果についてまとめる。
　ビーム物理分野は、加速器科学を基盤としつ
つ、素粒子、原子核、レーザー、プラズマ、放
射線科学など多岐にわたる分野と密接に関連す
る学際領域である。このため、分野横断的な議
論や研究者間の直接的な交流が極めて重要であ
る。一方で、特に若手研究者や学生にとっては、
研究会参加に伴う旅費や滞在費の負担が障壁と
なる場合が少なくない。
　こうした状況を踏まえ、本支援では研究会へ
の参加機会を広く確保し、分野内外の多様な研
究者が集い、活発な議論を行う場を形成するこ
とを目的とした。また、単なる参加人数の増加
にとどまらず、若手研究者の育成およびコミュ

ニティ基盤の強化を長期的視点から支えること
も重要な位置づけとしている。

2．研究会の内容
　本研究会は、2026 年 3月 17 日～ 19日に
KEKつくばキャンパスで開催した。ビーム物
理分野における研究成果の共有および議論を目
的として、口頭発表、ポスター発表、企画講演、
ならびに若手主体の企画など、多様なプログラ
ムで構成され、国内の大学・研究機関から約
90名が参加した（図 1は 2日目に撮影した集
合写真）。
　口頭発表セッションでは、加速器物理、レー
ザー加速、イオン加速、小型加速器、放射光応
用など幅広いテーマが扱われ、分野の広がりと
最新の研究動向が示された。発表時間を比較的
長めに設定することで、十分な議論の時間が確
保され、発表内容に対する理解が深まるととも
に、参加者間での意見交換が活発に行われた。
　ポスター発表セッションにおいては、特に学
生や若手研究者の参加が多く、研究内容の紹介
に加えて、分野外の研究者との議論を通じた新
たな視点の獲得が促された。ポスター掲示時間
の工夫により、セッション終了後も議論が継続
する場面が見られ、研究会全体の活性化に寄与
した。
　また、若手の会では、初の試みとなるパネル
ディスカッションが実施され、将来のビーム物

Fig.1　集合写真
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理分野の方向性や課題について議論が行われ
た。これらの企画は、若手研究者が主体的に分
野の将来を考える機会を提供するものであり、
単なる発表の場を超えた意義を持つものであっ
た。
　さらに、懇親会や施設見学などの企画も実施
され、研究内容に関する議論のみならず、参加
者間の交流を深める機会が設けられた。これに
より、異なる所属や専門分野を持つ研究者同士
のネットワーク形成が促進された。

3．支援による効果
　本支援により、研究会への参加者層の拡大と
多様化が実現された。特に、学生および若手研
究者に対する旅費・宿泊費の補助は、参加の意
思決定に大きく寄与し、遠方からの参加者の増
加につながった。
　その結果、研究会全体の議論はより活発化し
た。多様なバックグラウンドを持つ参加者が集
まることで、従来の枠組みにとらわれない視点
からの質問や意見が生まれ、各セッションにお
いて深い議論が展開された。特にポスター発表
や若手の会においては、参加者同士の距離が近
く、双方向的な議論が多く見られた。
　また、本支援の一部は施設見学に伴う移動手
段の確保、具体的には見学ツアー用バスの手配
に充てられた。研究会では KEK内の複数の加
速器施設を巡る見学を実施したため、各施設が
地理的に離れていることから、効率的な移動手
段の確保が不可欠であった。バスを利用した見
学ツアーを実施することで、多くの参加者が安
全かつ円滑に施設を見学することが可能とな
り、研究内容への理解を深める貴重な機会が提
供された。特に学生や若手研究者にとっては、
実際の大型装置を間近で見る経験が研究への動
機付けにつながるなど、教育的観点からも大き
な効果があった。
　さらに、宿泊を伴う参加者の増加により、公
式プログラム外での交流も顕著に活発化した。
コーヒーブレイクや懇親会、さらにはセッショ
ン終了後の非公式な場においても議論が継続さ

れ、研究内容の詳細な議論や将来の研究計画に
関する意見交換が行われた。このような交流に
より、若手研究者同士のネットワーク形成が進
んだ点も重要である。同世代の研究者が集まり、
互いの研究や課題を共有することで、将来的な
共同研究や情報交換の基盤が構築された。これ
は、分野の持続的な発展にとって不可欠な要素
である。
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公益財団法人　高エネルギ－加速器科学研究奨励会
奨励賞候補者募集要項 

（2026 年度）

１．趣　　旨
　　 　加速器ならびに加速器利用に関する研究において、特に優れた業績をおさめた研究者・技術者
に次の 4賞で構成される奨励賞を授与し、もって加速器科学の発展に資することを目的とする。

２．各賞の応募条件
　　西川賞　：　 　高エネルギー加速器に関する実験的あるいは理論的な基礎研究ならびに応用研究

において、独創性に優れ国際的にも評価の高い業績をあげた、単数または複数の研
究者および技術者

　　小柴賞　：　 　素粒子分野などの基礎科学における測定器技術の開発研究において、独創性に優
れ国際的にも評価の高い業績をあげた、単数または複数の研究者及び技術者

　　諏訪賞　：　 　高エネルギー加速器科学の発展上、長期にわたる貢献など特に顕著な業績があっ
たと認められる単数または複数の研究者及び技術者ならびに研究グループ

　　熊谷賞　：　 　研究開発、施設建設など長年の活動を通して、加速器や加速器装置への顕著な貢
献が認められる企業の単数または複数の加速器関係者

３．表彰件数　　4賞合わせて 5件程度

４．賞の内容　　賞金（各賞 30万円）及び表彰盾（各課題毎）を授与する。

５．選考方法　　推薦のあった者について当財団の選考委員会で選考し、理事会において決定する。

６．選　　考　　2026年 11月中旬

７．提出書類　　 （1）推薦書（当財団のホームページに掲載の様式による） 
（2）選考資料

　　　　　　　　　　 　西川賞・小柴賞・諏訪賞については研究業績に関する出版された（Open 
accessを含む）論文等（3編以内）、熊谷賞については業績に関する論文また
は資料（3編以内）を pdfファイルとして添付すること。

８．受付期間　　2026年 8月 3日（月）～ 2026年 10月 30日（金）必着
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９．個人情報の取扱いについて
　　　　　　　　 　推薦書等に記入いただいた個人情報は、奨励会の個人情報穂方針に基づき、その

利用範囲内で利用いたします。

10．書類の提出ならびに問合せ先
（公財）高エネルギ－加速器科学研究奨励会事務局
　〒 305-0801 茨城県つくば市大穂 1-1 高エネルギ－加速器研究機構内
※ 　Eメールによる提出でも受け付けます。その場合書類の PDFを添付してくだ
さい。

TEL・FAX　：　029-879-0471
　Eメール　　：　　info@heas.jp
　ホームページ　：　https://www.heas.jp/
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受 付 番 号

受付年月日 年　　月　　日

公益財団法人　高エネルギ－加速器科学研究奨励会
奨励賞候補者推薦書

候　 補　 者

氏名（ふりがな） 所属・職

候補者連絡先・emailアドレス等

研究課題／
業 績 名

（和文）

（英文）

賞の種類（＊） □　西川賞　　　　□　小柴賞　　　　□　諏訪賞　　　　□　熊谷賞

推 薦 要 旨

　　　年度　公益財団法人　高エネルギー加速器科学研究奨励会　奨励賞候補者として、上記の者
を推薦します。

年　　月　　日

公益財団法人高エネルギー加速器科学研究奨励会
　　　　　選考委員会委員長　殿

　推薦者の所属機関・職・連絡先電話番号・emailアドレス等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦者名

（＊）授与する賞の種類については応募内容に応じて選考委員会が変更する場合がある。
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候補者略歴　　　　　（生年月日（西暦）　　　　　年　　　月　　　日）

研究課題／業績及び推薦理由（候補者が複数の場合はその役割分担等も記載のこと）

－ 12－



公益財団法人高エネルギー加速器科学研究奨励会
研究助成等応募要領

１．趣　　旨
　　 　高エネルギー加速器科学研究奨励会（以下「奨励会」という。）は、高エネルギー加速器科学
及びその関連技術に関し、優れた業績を有する国内及び国外の研究者（大学院生を含む。）及び
技術者（以下「研究者等」という。）に対する研究助成等を行います。

２．助成の対象
　　1）加速器の原理、物理、技術に関する研究
　　2）加速器を用いる研究のための測定技術や装置の開発研究
　　3）高エネルギー加速器を用いる研究（但し、共同利用実験等は除く）
　　4）我国の加速器科学振興のために必要と認められる研究・人材育成

３．助成内容
　　1）研究に対する助成
　　　　 　高エネルギー加速器科学及びその関連技術に関し国内、国外の研究者等に対する研究費・

旅費等の助成
　　2）国際交流に対する助成
　　　　（1） 高エネルギー加速器科学及びその関連技術に関し国内の研究者等を海外に派遣する際に

必要とする旅費等の助成
　　　　（2） 高エネルギー加速器科学及びその関連技術に関し海外の研究者等を招聘する場合に必要

とする旅費等の助成
　　3）国際会議等に対する助成
　　　　 　国内において開催される高エネルギー加速器科学及びその関連技術に関する国際会議等

で、高エネルギー加速器科学研究機関が主催する場合に必要となる国内旅費等及び会場費等
の費用の助成

４．助成件数　年間それぞれ 5件程度とします。
　　　　　　　ただし、それぞれの助成件数、助成額は助成全体の中で調整することがあります。

５．申込時期　随時、但し助成金使用予定の 1ヶ月以上前
　　　　　　　ただし、受付期間は原則として 2026年 4月から 2027年 1月末日までとします。

６．申込要領　下記書類を奨励会に提出してください。（メール・PDF申請可）
　　（1）奨励会指定の研究助成申請書等に必要事項を記入した書類
　　　　様式 1：研究助成申請書
　　　　様式 2：国際交流助成申請書（研究発表等で国際会議等に出席する場合）
　　　　様式 3：国際会議等助成申請書（国際会議等を主催する場合）
　　（2） 国際交流助成・国際会議等助成の場合は会議開催通知、プログラム、招聘状、会議での役割
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分担等、研究の重要性が判断できるもの
　　（3）旅費計算書（航空運賃見積書・領収書等を添付）
　　（4）その他必要と思われる書類

７．決定通知　 選考委員会の審査を経て、申請後 1ヶ月以内に助成決定通知書（様式 4）で申請者に
通知します。

８．助成金の支払い
　　　　　　　申請者指定口座への振込みとします。

９．報告の義務
　　　　　　 　助成を受けた者は、業務終了後、1ケ月以内に研究等の「研究等成果報告書（様式 5）」

及び「助成金使用実績内訳書（様式 6）」を提出してください。

10．個人情報の取扱いについて
　　　　　　�　申請書等に記載の個人情報は、当財団の個人情報保護方針に基づきその利用範囲内で

利用いたします。

11．申込書の請求、提出ならびに問合せ
　　　　　　　〒 305-0801　茨城県つくば市大穂 1-1　高エネルギー加速器研究機構内
　　　　　　　公益財団法人 高エネルギー加速器科学研究奨励会
　　　　　　　　TEL・FAX　029-879-0471
　　　　　　　　E-mail：info@heas.jp
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 様式 1

研 究 助 成 申 請 書
 年　　月　　日

公益財団法人
高エネルギー加速器科学研究奨励会
　代表理事　　〇　〇　〇　〇　殿

申請者氏名　　　　　　　　　　　
所 属 機 関　　　　　　　　　　　
所　属　名　　　　　　　　　　　

　下記の研究課題に対する助成を申請します。
記

研究課題（内容が把握できるよう表現してください）

実施期間　　　　　年　　月　　日～　　　　年　　月　　日

実施場所

助
成
申
請
者
に
関
す
る
事
項

申 請 者 氏 名

最 終 学 校 名
卒　業　年　月 　　　　年　　月

学位名・学位授与大学名
取 得 年 月 日 　　　　年　　月

現在の研究分野

所属機関・職名

連絡先住所・
電話（内線）

住 所

Tel．

E-mail

 ※共同研究の場合は、氏名欄は代表者

助　成　申　請　額
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申　請　理　由

申請額算出内訳（使途概要）

上記申請を適切と認めます。

　　　　年　　月　　日

所 属 機 関
所　属　名

所属長職・氏名 

※　申請時に見積書・申請額算出内訳（使途概要）を記入すること。
※ 　申請書にご記入いただいた個人情報は、奨励会の個人情報保護方針に基づき選考及び選考
結果の通知のために利用いたします。
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 様式 2

国 際 交 流 助 成 申 請 書
 年　　月　　日

公益財団法人
高エネルギー加速器科学研究奨励会
　代表理事　　〇　〇　〇　〇　殿

申請者氏名　　　　　　　　　　　
所 属 機 関　　　　　　　　　　　
所　属　名　　　　　　　　　　　

　下記の国際交流に対する助成を申請します。
記

研究課題（内容が把握できるよう表現してください）

実施期間　　　　　年　　月　　日～　　　　年　　月　　日

実施場所（開催国・都市・機関等）

助
成
申
請
者
に
関
す
る
事
項

申 請 者 氏 名

最 終 学 校 名
卒　業　年　月 　　　　年　　月

学位名・学位授与大学名
取 得 年 月 日 　　　　年　　月

現在の研究分野

所属機関・職名

連絡先住所・
電話（内線）

住 所

Tel．

E-mail

 ※共同研究の場合は、氏名欄は代表者

助　成　申　請　額
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申　請　理　由

申請額算出内訳（使途概要）

上記申請を適切と認めます。

　　　　年　　月　　日

所 属 機 関
所　属　名

所属長職・氏名 

※　申請時に見積書・申請額算出内訳（使途概要）を記入すること。
※ 　申請書にご記入いただいた個人情報は、奨励会の個人情報保護方針に基づき選考及び選考
結果の通知のために利用いたします。
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 様式 3

国 際 会 議 等 助 成 申 請 書
 年　　月　　日

公益財団法人
高エネルギー加速器科学研究奨励会
　代表理事　　〇　〇　〇　〇　殿

申請者所属・職名　　　　　　　　　　　　
申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　
主催機関名　　　　　　　　　　　　　　　
主催機関代表者　　　　　　　　　　　　　
申請者と主催機関との関係　　　　　　　　

　下記の国際会議等に対する助成を申請します。
記

会議の名称

和文名

英語名

会 期 　　　　　年　　月　　日から　　　　月　　日　　　　日間

開 催 場 所 （都市・機関等）

参加者（国別）

参 加 人 員 人

助成申請額 円

連絡先住所・
電話（内線）

住所
Tel．
E-mail振　込　先
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申　請　理　由

申請額算出内訳（使途概要）

上記申請を適切と認めます。

　　　　年　　月　　日

所 属 機 関
所　属　名

所属長職・氏名 

※　申請時に会議・集会の概要を添付すること。
※　申請時に見積書・申請額算出内訳（使途概要）を記入すること。
※ 　申請書にご記入いただいた個人情報は、奨励会の個人情報保護方針に基づき選考及び選考
結果の通知のために利用いたします。
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申　請　理　由

申請額算出内訳（使途概要）

上記申請を適切と認めます。

　　　　年　　月　　日

所 属 機 関
所　属　名

所属長職・氏名 

※　申請時に会議・集会の概要を添付すること。
※　申請時に見積書・申請額算出内訳（使途概要）を記入すること。
※ 　申請書にご記入いただいた個人情報は、奨励会の個人情報保護方針に基づき選考及び選考
結果の通知のために利用いたします。

 様式 4

 年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　様

公益財団法人
高エネルギー加速器科学研究奨励会
　　　代表理事　　〇　　〇　　〇　　〇

助 成 決 定 通 知 書

　　　年　　月　　日付にて申請のあった下記課題について、選考委員会での審査の結果承認され
ましたので、当財団では貴殿に対して下記のとおり研究助成金（〇〇〇〇助成）を交付することと
決定いたしました。

　なお、事業終了後 1か月以内に「研究等成果報告書」及び「助成金使用実績内訳書※」を提出し
てください。本報告書をはじめ、その他本件に関わる学会報告、出版物などには、当財団より助成
を受けたことを明記していただけるようお願いいたします。
　また、研究等成果報告書については当財団の広報誌「FASだより」に掲載しますのでご承知おき
ください。
　※報告書様式についてはホームページ参照してください。

記
　研究課題
　助成金額　　　　　　　　　　　　　　円

　交付年月日　　　　　　　年　　月　　日以降
　交付方法　　　　 指定口座への振込み

助成金受取のための銀行・支店名、普通口座番号、口座名義（フリガナも）
をお知らせ願います。

 以上
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 様式 5（省略）
 様式　6

 年　　月　　日

助成金使用実績内訳書

公益財団法人
高エネルギー加速器科学研究奨励会
　　　代表理事　　〇　〇　〇　〇　殿

提出者
（機関名）
（氏　名） 

研究課題（会議）　： 

研究助成額　　　　　　　　　　　円

上記の課題（会議）に関し、貴奨励会より研究等助成金の支援を受けましたので、下記の
とおり助成金使用実績内訳書を提出いたします。

<科目内訳 >

支払科目 金　額 備　考

①航空運賃等 円

②宿泊費 円

③材料費 円

④諸経費 円

合　計

※　国際会議等助成については支払科目を適宜変更してください。
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第 43 回高エネルギー加速器セミナー　OHO’26 開催

　今年度の高エネルギー加速器セミナー　OHO’26は、現地（KEK）開催とオンラインによるハイブ
リッド形式により開催されます。
　申込み、プログラムなどは下記をご参照ください。
　https://conference-indico.kek.jp/event/377/
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2025 年度　事業報告
（2025年 4月 1日～ 2026年 3月 31日）

　2025年度は、例年と同様各事業に取り組んできた。
　昨年度、賛助会員の勧誘を積極的に行い 18社増えて 65社となった会員数だが、前年度末に 2社、
今年度 1社が退会となってしまい、62社、会費も 515万円となった。今年度賛助会員への働きかけ
を行ったところ（株）オータマが加入し 63社、530万円となった。
　また奨励会の運営面では、奨励会の運営にも多様性が広く求められていることなどから、学会等の
みならず企業でご活躍されている方々にも理事になっていただき奨励会を盛り上げていくことが必要
と考え理事の定員を増やすこととし、定款を変更して 6名から 10名とした。現在 10名の方に理事就
任していただいた。
　また、執行部の定例打合せ会を毎月開催し、その時々の懸案等について議論している。この打合せ
には監事にも出席いただいている。
　以下に各事業について報告する。

１．研究に対する助成
　　　久しく無かった研究助成申請が今年度 2件あり、採択となった。
　　①　申 請 者　　八木橋 貴之　湘南鎌倉総合病院放射線医学研究部
　　　　研究課題　　中性子場において電子デバイスに生じる誤作動リスクの定量的評価
　　　　研究期間　　2025年 4月 1日～ 2026年 3月 31日
　　②　申 請 者　　後藤剛喜
　　　　研究課題　　高加速性能を実現する有機溶媒を電解液とする Nb空洞の電解研磨法の開発
　　　　研究期間　　2025年 12月 1日～ 2026年 11月 30日

２．国際交流に対する助成
　　①　申 請 者　　八木橋 貴之　湘南鎌倉総合病院放射線医学研究部
　　　　研究課題　　 「IEC SC 62C/WG1において加速器型 NCT装置に関する IEC安全性規格（6060 

1-2-93）の策定活動への参画」
　　　　開催期間　　2025年 11月 3日～ 2025年 11月 7日
　　　　開催場所　　イタリア・ミラノ・IEC
　　②　申 請 者　　栗木雅夫　広島大学先進理工系科学研究科
　　　　研究課題　　LCWS25におけるWG運営、発表、議論のとりまとめ
　　　　開催期間　　2025年 10月 20日～ 2025年 10月 24日
　　　　開催場所　　スペイン　バレンシア

３．国際会議、学術講演会等の開催助成
　　①　申 請 者　　坂本成彦　理化学研究所仁科加速器科学研究センター
　　　　会議名称　　第 22回超伝導高周波国際会議（SRF2025）
　　　　開催期間　　2025年 9月 24日から 9月 27日
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　　　　開催場所　　東京大学伊藤国際学術研究センター
　　②　申 請 者　　三部 勉　高エネルギー加速器研究機構
　　　　会議名称　　 日本 -スイス協力によるミュオン・中性子科学およびその周辺分野の実験技術

に関する国際会議（BRIDGE2025）
　　　　開催期間　　2025年 10月 20日から 10月 22日
　　　　開催場所　　東京大学福武ラーニングシアター
　　③　申 請 者　　大谷 将士　高エネルギー加速器研究機構加速器研究施設
　　　　会議名称　　ビーム物理研究会・若手の会 2025
　　　　開催期間　　2026年 3月 17日から 3月 19日または 18日から 20日
　　　　開催場所　　高エネルギー加速器研究機構

４．研修会等の開催事業
　　（1） 高エネルギー加速器セミナー OHO’25の開催  

詳細は資料 7-2参照
　　　　・テーマ　「放射光源加速器の基礎」
　　　　・開催期間：　2025年 9月 2日（火）～ 9月 5日（金）
　　　　・参加者数：　　学生、研究機関、企業関係者等約 130名
　　（2）第 5回加速器施設探訪会の実施
　　　　・ 一般見学ではアクセスできない場所、機器等を担当者の解説を交えてじっくりと視察、十

分な質疑応答の時間なども設けて、施設の「探訪」を行うことを目的として実施した。
　　　　・実施期日　　2025年 9月 9日（火）13:00～ 17:00
　　　　・見学場所　高エネルギー加速器研究機構つくばキャンパス
　　　　・参加者数：　賛助会員　　9社 19名
　　（3）インターンシップへの助成は無し
　　（4）レクチャーアンドコンサート「「科学と音楽の饗宴」への助成
　　　　2025年 12月 7日（日）　つくば市　ノバホールにて開催した。来場者約 300名

５．研究成果の褒賞
　　 　今年度の奨励賞（西川賞、小柴賞、諏訪賞、熊谷賞）には西川賞に 3件（内 1件には 2人の推
薦者から推薦あった）、小柴賞に 3件、諏訪賞に 2件、熊谷賞に 2件の計 10件の推薦があった。

　　 　今年度の奨励賞の募集期間は 9月から 11月末までの 2か月間として、奨励会のホームページ、
FASだより、各学会のホームページなどでの広報、また学会や団体等のメーリングリストにより
広報活動を行った。

　　 　選考委員会を 12月 15日に開催し、厳正な選考を行った結果、推薦のあった 10件のうち小柴
賞に 1件、諏訪賞に 3件（内 1件は西川賞に推薦があったが選考委員会で諏訪賞に変更）、熊谷
賞に 1件の計 5件を奨励賞候補者として決定し理事会に推薦した。

　　 　2026年 1月 27日に開催された理事会において選考委員会の原案通りに承認され、小柴賞 1件、
諏訪賞 3件、熊谷賞 1件の計 5件の授賞が決定し、奨励賞授与式を 2月 27日（金）15時からア
ルカディア市ヶ谷で評議員会終了後に開催した。
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６．加速器科学に関する出版物等の頒布
　　（1）高エネルギー加速器セミナー OHO’25テキスト
　　　　・ 2025年 9月に発行済、配布先：学生・賛助会員（無料）  

一般企業、研究機関等（1冊 2,000円で頒布）
　　（2）高エネルギーニュース
　　　　・賛助会員、他関係者に配付している。
　　　　・ Vol.44.1（9月配付済）、　Vol.44.2（11月配付済）、Vol.44.3（2026年 2月配付済）、Vol.44.4（2026

年 3月末発行）
　　（3）FASだより（公益財団法人高エネルギー加速器科学研究奨励会　広報誌）
　　　　・賛助会員、他関係者に配付している。
　　　　・8月に第 30号を発行し、配布した。第 31号は 2026年 3月末に発行した。

７．理事会の開催
　1）第 41回理事会を 4月 25日（木）　13：30～ 14：45までWeb会議（ZOOM利用）で開催した。
　　（1）承認・決議事項
　　　　第 1号議案　 「2024年度事業報告書（案）承認」の件  

事業報告附属明細書（案）を含む
　　　　第 2号議案　 「2024年度貸借対照表（案）、正味財産増減計算書（案）、同内訳表（案）及び

財産目録（案）承認」の件　　　監査報告書含む
　　　　第 3号議案　「評議員会の招集」の件
　　　　第 4号議案　「定款の変更」の件
　　（2）報告事項
　　　　①　代表理事、業務執行理事の業務執行状況報告について
　2）第 42回理事会を 6月 3日（金）　11：00～ 11：30までWeb会議（ZOOM利用）で開催した。
　　（1）決議事項
　　　　第 1号議案　「代表理事・業務執行理事の選定」の件
　　　　第 2号議案　「顧問の委嘱」の件
　3）第 43回理事会を決議の省略（書面による）
　　　　議案　 選考委員の選任に関する件  

辞任に伴い仲井浩孝氏を後任の選考委員に選任した。
　3） 第 44回理事会を 2026年 1月 27日（火）　13：30～ 15：40までWeb会議（ZOOM利用）で開

催した。
　　（1）承認・決議事項
　　　　 第 1号議案　「2025年度奨励賞授賞者選考」の件  

第 2号議案　「2026年度事業計画書（案）承認及び公益目的事業（案）」の件  
第 3号議案　 「2026年度収支予算書（案）・収支予算書内訳表　（案）、資金調達及び設備投

資の見込みについての承認」の件
　　　　 第 4号議案　「第 34回評議員会の招集」の件  

第 5号議案　「次期選考委員会委員の選任」の件  
第 7号議案　「事務局長の採用」の件

　　（2）報告事項
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　　　　①　2025年度事業報告（中間）について
　　　　②　2025年度収支決算の見込みについて

８．評議員会の開催
　1） 第 33回評議員会を 5月 28日（水）13：30～ 14：35までWeb会議（ZOOM利用）で開催した。
　　（1）承認・決議事項
　　　　 第 1号議案　「2024年度事業報告書（案）及び附属明細書の承認」の件  

第 2号議案　 「2024年度貸借対照表（案）、正味財産増減計算書（案）、同内訳表（案）及び
財産目録（案）等承認」の件　　　監査報告書含む

　　　　 第 3号議案　「定款の変更」の件  
第 4号議案　「任期満了に伴う理事選任」の件

　　（2）報告事項
　　　　①　業務報告について
　2）　第 34回評議員会を 2026年 2月 27日 13：00～ 14：25にアルカデイア市ヶ谷開催した。
　　（1）承認・決議事項
　　　　 第 1号議案　「2026年度事業計画書（案）及び公益目的事業の内容（案）の承認」の件  

第 2号議案　 「2026年度収支予算書（案）、収支予算書内訳表（案）、資金調達及び設備投資
の見込みについての承認」の件

　　　　第 3号議案　「旅費支給規程の一部改正」の件
　　（2）報告事項
　　　　 ①　2025年度奨励賞選考結果について  

②　次期選考委員会委員の選任について  
③　事務局長の採用について  
④　代表理事、業務執行理事の業務報告（中間）について  
⑤　2025年度収支決算見込みについて  
⑥賛助会員数について

９．その他報告事項
　　・前回の評議員会で提案があったことから、奨励会のホームページに規則集を掲載した。
　　　7月 ・ 2025年度第 1回選考委員会開催　道園委員を委員長に選出、ほか研究助成等の審議

をした。
 ・（株）オータマが賛助会員に加入した。　3口 15万円
　　　9月  事務局長の選考試験を行った。  

候補者　　野竹登良氏  
1月 27日の理事会で承認された。

　　　11月 2026年度の加速器施設探訪会の企画に当たり、賛助会員企業にアンケートを実施した。
  外部の施設（J-PARC、HIMAC、ナノテラスについて見学の可否、時期等について調査

している。）
　　2026年 3月 31日、2026年度事業計画書及び収支予算書等を内閣府に提出した。
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正味財産増減計算書（2025 年度）
2025年 4月 1日から 2026年 3月 31日まで

 （単位：円）
科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ．一般正味財産増減の部
　　1．経常増減の部
　　　（1）経常収益
　　　　　基本財産運用益
　　　　　　　基本財産受取利息 3,246,406 3,989,962 △ 743,556
　　　　　特定資産運用益
　　　　　　　特定資産受取利息 8,425 174 8,251
　　　　　受取会費
　　　　　　　賛助会員受取会費 5,300,000 5,500,000 △ 200,000
　　　　　事業収益
　　　　　　　講習会等事業益 92,400 76,400 16,000
　　　　　受取寄附金
　　　　　　　会議 ･助成 ･寄附金 77,550 1,200,000 △ 1,122,450
　　　　　為替差益
　　　　　　　為替差益 3,537,920 1,691,097 1,846,823
　　　　　雑収益
　　　　　　　預金受取利息 12,099 3,741 8,358
　　　　　　　その他（返納金等） 0
　　　経常収益計 12,274,800 12,461,374 △ 186,574
　　　（2）経常費用
　　　　①事業費
　　　　　　研究助成費 200,000 0 200,000
　　　　　　国際交流助成費 450,000 620,235 △ 170,235
　　　　　　国際会議助成費 700,000 1,000,000 △ 300,000
　　　　　　その他の助成 0 0 0
　　　　　　講習会開催費 824,854 966,695 △ 141,841
　　　　　　褒賞費 1,847,526 2,171,781 △ 324,255
　　　　　　出版物頒布費 578,610 703,450 △ 124,840
　　　　　　諸謝金 0 16,000 △ 16,000
　　　　　　給料手当 1,616,656 1,533,228 83,428
　　　　　　旅費交通費 93,160 89,960 3,200
　　　　　　通信運搬費 128,800 98,810 29,990
　　　　　　什器備品費 92,290 125,950 △ 33,660
　　　　　　消耗品費 61,668 115,415 △ 53,747
　　　　　　賃借料 70,895 88,605 △ 17,710
　　　　　　光熱水料費 35,186 41,703 △ 6,517
　　　　　　雑費 38,118 37,895 223
事業費合計 6,737,763 7,609,727 △ 871,964
　　　　②管理費
　　　　　　給料手当 1,616,654 1,533,227 83,427
　　　　　　旅費交通費 234,720 223,434 11,286
　　　　　　会議費 36,850 67,980 △ 31,130
　　　　　　通信運搬費 111,809 105,223 6,586
　　　　　　什器備品費 98,230 171,545 △ 73,315
　　　　　　消耗品費 182,854 134,099 48,755
　　　　　　賃借料 70,895 88,605 △ 17,710
　　　　　　諸謝金 55,000 55,000 0
　　　　　　光熱水料費 35,186 41,703 △ 6,517
　　　　　　雑費 72,035 31,300 40,735
管理費合計 2,514,233 2,452,116 62,117
経常費用計 9,251,996 10,061,843 △ 809,847
 当期経常増減額 3,022,804 2,399,531 623,273
　　２．経常外増減の部
　　　（1）経常外収益 0 0 0
　　　（2）経常外費用 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 3,022,804 2,399,531 623,273
　　　一般正味財産期首残高 129,104,445 126,704,914 2,399,531
　　　一般正味財産期末残高 132,127,249 129,104,445 3,022,804
Ⅱ．指定正味財産増減の部
　　　受取補助金等 0 0 0
Ⅲ．正味財産期末残高 132,127,249 129,104,445 3,022,804
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（公財）高エネルギ－加速器科学研究奨励会賛助会員一覧
 2026年 7月 1日現在

会員名 会員名

1 英和株式会社 32 ニチコン株式会社

2 S.P.エンジニアリング株式会社 33 ニチコン草津株式会社

3 株式会社大阪真空機器製作所 34 日新パルス電子株式会社

4 株式会社オータマ 35 株式会社日本アクシス

5 キヤノン電子管デバイス株式会社 36 日本高周波株式会社

6 金属技研株式会社 37 日本酸素株式会社

7 工藤電機株式会社 38 日本製鉄株式会社

8 小池酸素工業 株式会社 39 日本電磁工業株式会社

9 神津精機株式会社 40 株式会社ネクストクリエイトサービス

10 コミヤマエレクトロン株式会社 41 株式会社野村鍍金

11 秀和電気株式会社 42 伯東株式会社

12 JFEテクノリサーチ株式会社 43 浜松ホトニクス株式会社

13 株式会社ジェック東理社 44 ハヤシレピック株式会社

14 真空光学株式会社 45 株式会社パルスパワー技術研究所

15 スカンジノバ・システムズ株式会社 46 株式会社日立製作所

16 住友重機械工業株式会社 47 株式会社日立テクノロジーアンドサービス

17 セイコー・イージーアンドジー株式会社 48 株式会社 Bee Beans Technologies

18 株式会社多摩川電子 49 株式会社富士サービス

19 株式会社千代田テクノル 50 武州ガス株式会社

20 ツジ電子株式会社 51 有限会社双葉工業

21 T＆Mコーポレーション株式会社 52 古本機工株式会社

22 TDKラムダ株式会社 53 ブルーフォース株式会社

23 株式会社電研精機研究所 54 株式会社マイテック

24 東京ニュークリア・サービス株式会社 55 株式会社前川製作所 

25 東康建設工業株式会社 56 三菱重工機械システム株式会社

26 株式会社東芝 57 三菱電機株式会社

27 東洋プラント工業株式会社 58 三菱電機システムサービス株式会社

28 株式会社トヤマ 59 三菱電機ディフェンス＆スペーステクノロジーズ株式会社

29 長瀬ランダウア株式会社 60 株式会社ミラプロ

30 株式会社 NAT 61 明昌機工株式会社

31 仁木工芸株式会社 62 森松工業株式会社

 （五十音順）
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評 議 員 名 簿
 2026年 7月 1日現在

氏　　名 所　　　　　属

矢 野 安 重
国立研究開発法人理化学研究所 仁科加速器科学研究センター 
　客員主管研究員

横 溝 英 明 一般財団法人総合科学研究機構 特別顧問

佐 藤 潔 和 株式会社東芝 原子力先端システム設計部シニアエキスパート

下 村 　 理 高エネルギー加速器研究機構　名誉教授

大久保　光　一 元三菱重工機械システム株式会社

武 田 　 廣 神戸市公立大学法人　理事長

　任期　 2022年度の最終のものに関する定時評議員会の終結時（2023年 5月 25日）から 
2026年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の時（2027年 5月下旬）までとする。
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役員（理事）名簿
 2026年 7月 1日現在

役　職 氏　　名 所　　属

代 表 理 事 増 澤 美 佳 高エネルギー加速器研究機構　名誉教授

業務執行理事 小 林 幸 則 高エネルギー加速器研究機構　名誉教授

理 　 事 上垣外　修　一
理化学研究所　仁科加速器科学研究センター 
　副センター長

理 　 事 上　村　みどり
特定非営利活動法人情報計算化学生物学会 
　CBI研究機構量子構造生命科学研究所 所長

理 　 事 小 関 　 忠 高エネルギー加速器研究機構 加速器研究施設 施設長

理 　 事 杉 山 　 純
（一財）　総合科学研究機構中性子科学センター 
　サイエンス・コーディネーター

理 　 事 住 𠮷 孝 行 東京都立大学　名誉教授

理 　 事 西 森 信 行 量子科学技術研究開発機構　NanoTerasuセンター 
　高輝度放射光研究開発部長

理 　 事 長谷川　和　男
量子科学技術研究開発機構 
六ヶ所フュージョンエネルギー研究所 
　核融合炉材料研究開発部 部長

理 　 事 湯 城 　 磨 スカンジノバ・システムズ株式会社　代表執行役

　任期　 2024年度の最終のものに関する定時評議員会の終結時（2025年 5月 28日）から、 
2026年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の時（2027年 5月）までとする。

役員（監事）名簿
 2026年 6月 5日

役　職 氏　　名 所　　属

監 　 事 古 屋 貴 章 高エネルギー加速器研究機構　名誉教授

監 　 事 藤 江 宏 和 東京ニュークリア・サービス株式会社　社長

　任期　 2023年度の最終のものに関する定時評議員会の終結時（2024年 5月 31日）から、 
2027年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の時（2028年 5月下旬）までとする。

－ 31－



選考委員会委員名簿
 2026年 7月 1日現在

氏　　名 所　　属

木 下 豊 彦 バキュームプロダクツ株式会社 先端機器事業部　上席研究員

神 山 　 崇
中国科学院　高エネルギー物理学研究所 破砕中性子源科学センター
　上級顧問

加 藤 政 博 広島大学 放射光科学研究センター　特任教授

仲 井 浩 孝 高エネルギー加速器研究機構  名誉教授

中 野 貴 志 大阪大 核物理研究センター　センター長

福 西 暢 尚 理化学研究所 仁科加速器科学研究センター加速器基盤研究部 副部長

道　園　真一郎 高エネルギー加速器研究機構 理事

森 　 俊 則 東京大学 名誉教授　素粒子物理国際研究センター　特任研究員

　任期　2026年 4月 1日から 2029年 3月 31までとする。
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加速器基盤技術

画像診断 グリッド技術 加速空洞（常伝導 ・超伝導） 放射線計測

高速計算技術 コンピューター 高周波源（大電力 ・低電力） 超精密加工

高速エレクトロニクス 真空 測量技術 粒子源（電子銃 ・ イオン源）

高速 ・大容量ネットワーク 電磁石（常伝導 ・超伝導） 耐放射線材料レーザー

粒子検出器 低温 診断 制御 溶接大型He冷凍機

物質生命科学

素粒子原子核
物理学

医療診断

減菌 ・殺菌

治療

BNCT

電子

X線

α線

粒子線治療

重イオン
陽子

核医学検査RI

イオン注入

産業

各種分析

宇宙工学

年代測定

セキュリティ

農業

環境 汚水

排煙

エネルギー

バイオ

核変換核融合

炉材料

中性子工学

電子線架橋

情報

インフラ

改質

診断

半導体露光

RI 製造

放射線効果
微細加工

超高速
デバイス
開発

分光

微量分析

触媒開発

非破壊
検査

バイオ
イメージング

創薬

タンパク質
構造解析

結晶構造
結晶成長

生体構造

回折 ・散乱

高エネルギー加速器科学

基礎科学 ・ 産業 ・ 医療にイノベーションをもたらす

加速器科学研究をサポートします。

https://www.heas.jp/


